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動き出したＪＭＡＴ福島
～平成28年熊本地震における医療支援報告会～

　平成28年₄月14日マグニチュード6.5、震
度₇の前震、ついで16日にマグニチュード
7.3、震度₇の本震として発災した熊本地震
は記憶に新しい。私たちが体験した東日本大
震災のような津波災害、原子力災害はないが
多数の死者・行方不明者が出て熊本県内に大
きな混乱が生じた。幸い熊本市内には大きな
被害は無かった（熊本のシンボル：熊本城は
大きな被害を被ったが）が、益城町、南阿蘇
町など住民の多くが避難生活を余儀なくされ
た地域もあった。

⑴　ＪＭＡＴ福島派遣依頼
　東日本大震災発災時、私たちは日本医師会
が整備し始めていたＪＭＡＴに長い間医療支
援を受け、地域医療が回復するまで面倒をみ
て頂いた。そのご恩に報いるため福島県医師
会は平成25年にＪＭＡＴ福島を整備し、万が
一他の地域で長期に及ぶような災害が発生し
た際にはＪＭＡＴ福島として恩返しができる
体制づくりを行った。

　大規模災害が起きると医療支援はまずＤＭ
ＡＴ活動から始まる。今回の熊本地震でも九
州・西日本中心に全国からＤＭＡＴが駆けつ
け急性期医療支援がなされた。ＤＭＡＴ活動
が終息する発災72時間後ぐらいには亜急性・
慢性医療支援は九州地区医療圏で十分賄える
ような情報が流れた。福島県医師会としても
日本医師会から要請がない中でのＪＭＡＴ福
島派遣は見送っていた。しかし実際には慢性
的医療支援が不足しており、特に災害を体験
し貴重な経験を積んでいるＪＭＡＴ福島に支
援して欲しいという要望が熊本県医師会から
日本医師会を通して正式な派遣依頼が届い
た。のんびり構えていた私どもは驚き、早速
ＪＭＡＴ福島派遣準備に取り掛かった。

⑵　ＪＭＡＴ福島派遣
　まず郡市医師会を通してＪＭＡＴ福島とし
て派遣できるチーム編成ができるかどうか再
確認させて頂いた（事前に28チーム、280名
の登録を頂いていたが再確認させて頂いた）。
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お蔭さまで熊本県医師会の要望であった₅月
22日から₆月23日までを₆チーム編成で派遣
する準備が整った。勿論簡単にチーム編成が
なされた訳でなく各郡市医師会会員医療機関
の善意のもとチーム編成が整ったことは忘れ
てはならないことである。
　福島県としてはＪＭＡＴ派遣を受け入れた
実績はあるが派遣は初めてである。先発隊と
して熊本県に入っていた田勢長一郎福島県立
医科大学特命教授が現地でいろいろと手配し
てくれたお蔭で無事スタートが切れたが、こ
の度行われた活動報告会ではやはり本当の熊
本の医療情勢はどうなのか、災害対策本部は
機能しているのかそしてＪＭＡＴ福島として
何を期待されて出向くのかなど事前の情報が
もう少し整理されて伝えて頂ければより役に
立てる活動ができたのではないかという反省
が聴かれた。

⑶　医療支援報告会
　去る₈月₄日郡山市星総合病院メグレズ
ホールで医療支援報告会が行われた。田勢特
命教授の基調講演から始まり、ＤＭＡＴの立
場から福島県立医科大学救命センター副部長
塚田泰彦先生、日本赤十字社の立場から福島
赤十字病院病院長渡部洋一先生、救護班の立
場から枡記念病院脳神経外科副部長石川敏仁
先生、ＤＰＡＴの立場から福島県立矢吹病院
科部長金澤壮一先生、人工透析の立場からと
きわ会常磐病院臨床工学課課長長沼利明先
生、そしてＪＭＡＴの立場から大原綜合病院
薬剤師奈須野豪先生、総合南東北病院外科医

長藁谷暢先生、磐城共立病院事務局総務課根
本嘉栄先生、渡部医院院長棚瀬和弥先生、会
津中央病院救命救急センター城戸教裕先生方
がそれぞれの立場で体験されたことを振り返
りながら熱くご報告頂いた。
　紙面の関係上その内容は割愛させて頂く
が、災害支援医療を体験された方だからこそ
語れる内容で溢れていた。そしてどの演者も
災害医療支援の大切さを強調しており、チー
ムとして機能できるような事前準備、いざと
いう時の活動体制の整備、個人の安全確保体
制整備など多くの課題をご提供頂いた。

　医療支援報告会は演者がそれぞれの仕事で
忙しいため全員にお集まり頂くことが難しい
状況にあった。しかし平日の夕方₆時からの
開催となったが誰一人欠けることなくすべて
の演者がご参加くださった。そして時間が足
りなくなるほど多くの資料を準備してくださ
り貴重な情報提供を頂いた。演者の皆さまの
災害医療に対する並々ならぬ熱意と行動力に
は頭がさがる思いで一杯である。またこの医
療支援報告会が開催されたことでＪＭＡＴ福
島をはじめ福島県内医療支援チームが一つに
なれたと感じた。このような貴重な会の開催
に強いご支援を頂いた前日本医師会救急担当
常任理事・ＪＭＡＴ生みの親石井正三先生、
福島県立医科大学特命教授田勢長一郎先生に
心より感謝申し上げる。
　この度の災害でＪＭＡＴ福島がその第一歩
を印した。そしてこれは福島県災害医療の歴
史においても貴重な第一歩であったと思う。


